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(57)【要約】
【課題】保冷する氷嚢容器と、その氷嚢容器自体が飲料
容器となるペットボトルの携帯用保冷バッグの提供を図
る。
【解決手段】分割された氷嚢容器と、それを収納する保
冷バッグと、から成るペットボトルの携帯用保冷バッグ
であって、氷嚢容器は、縦方向に分割して対を成す容器
を固定具で結合して構成されるもので、該容器の形態は
、内側はペットボトルの首下外形形状を型抜きした形状
の空間部を形成し、外側はペットボトルの飲料口以外の
全体を被装可能な形状に形成し、上部には飲料水を充填
する飲み口を設けて成り、一方の保冷バッグは、内側一
面に断熱材シートを内張りして形成し、上部にはペット
ボトルを出し入れする開閉部と、氷嚢容器の飲み口を露
出させる開口部と、携帯用の取っ手が設けられている手
段と、氷嚢容器が、成型または型溶着された合成樹脂製
の袋体または軟質の合成樹脂容器で形成されている手段
と、保冷バッグの内側に保冷シートを着脱自在に設けた
手段を採る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
分割された氷嚢容器と、それを収納する保冷バッグと、から成るペットボトルの携帯用保
冷バッグであって、前記氷嚢容器は、縦方向に分割して対を成す容器を固定具で結合して
構成されるもので、該容器の形態は、内側はペットボトルの首下外形形状を型抜きした形
状の空間部を形成し、外側はペットボトルの飲料口以外の全体を被装可能な形状に形成し
、上部には飲料水を充填する飲み口を設けて成り、前記保冷バッグは、内側一面に断熱材
シートを内張りして形成し、上部にはペットボトルを出し入れする開閉部と、前記氷嚢容
器の飲み口を露出させる開口部と、携帯用の取っ手が設けられていることを特徴とするペ
ットボトルの携帯用保冷バッグ。
【請求項２】
　前記氷嚢容器が、成型または型溶着された合成樹脂製の袋体または軟質の合成樹脂容器
で形成されたことを特徴とする請求項１記載のペットボトルの携帯用保冷バッグ。
【請求項３】
　前記保冷バッグの内側に保冷シートを着脱自在に設けたことを特徴とする請求項１また
は請求項２記載のペットボトルの携帯用保冷バッグ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ペットボトル用の保冷具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のペットボトル用の保冷具に関する提案としては、柔らかい袋体の内側に断熱材を
設けた「ペットボトル用携帯具」(特許文献1参照)提案や、袋体を空気層で二重構造とし
た「断熱用袋」(特許文献２参照)や、保冷シートでペットボトルを包んだ「容器入り冷蔵
飲料の保冷シート」(特許文献３参照)や、分割されるプラスチックまたは金属製の容器内
に断熱材を備えて保冷する「ペットボトル用ボックス」(特許文献４参照)などが提案され
ている。
【０００３】
　前記「ペットボトル用携帯具」(特許文献1参照)にあっては、柔らかい袋体の内側に断
熱材を設けることによって、軽量且つ廉価であって持ち運びができる上、飲料後はコンパ
クトに折畳んだ状態で持ち帰ることができる利点がある一方、保冷能力の持続性ならびに
保冷効果に問題を残すものであった。
【０００４】
　また、前記「断熱用袋」(特許文献２参照)にあっては、袋体の内側に空気層を設けるこ
とによって、軽量で持ち運びができる上、飲料後はコンパクトに折畳んだ状態で持ち帰る
ことができる利点がある一方、保冷効果に疑問を残すものであった。
【０００５】
　また、前記「「容器入り冷蔵飲料の保冷シート」(特許文献３参照)にあっては、保冷シ
ートでペットボトルを包む手段は、保冷シート自体を凍らせる作業とペットボトルを包み
込む作業を必要とし、さらに携帯時においては専用の収納容器を必要とするものであった
。
【０００６】
　また、前記「ペットボトル用ボックス」(特許文献４参照)にあっては、分割された収納
容器や飲料コップが付属していることで使い勝手が良い利点があるが、高価であることや
、重いなどの問題の他に、断熱材の性能によっては冷蔵されたペットボトルの保冷継続時
間に制約があるものであった。
【０００７】
　以上のような問題を含む現状から、レジャーやスポーツ時に使用される冷蔵されたペッ
トボトルの保冷具として、軽量且つ廉価で使い勝手が良く、しかも保冷ならびに冷却能力
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が高く、さらに使用済み時はコンパクトに折畳んだ状態で携帯できるペットボトル用の保
冷具の提供が望まれていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許公開２００１－１０６２７２号公報
【特許文献２】登録実用新案登録第３０９３７９７号公報
【特許文献３】特許公開２０００－１４２８３８号公報
【特許文献４】登録実用新案登録第３０３９４２１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上記問題点を鑑み、保冷する氷嚢容器と、その氷嚢容器自体が飲料容器となる
ペットボトルの携帯用保冷バッグの提供を図る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、分割された氷嚢容器と、それを収納する保冷バッグと、から成るペットボト
ルの携帯用保冷バッグであって、氷嚢容器は、縦方向に分割して対を成す容器を固定具で
結合して構成されるもので、、該容器の形態は、内側はペットボトルの首下外形形状を型
抜きした形状の空間部を形成し、外側はペットボトルの飲料口以外の全体を被装可能な形
状に形成し、上部には飲料水を充填する飲み口を設けて成り、一方の保冷バッグは、内側
一面に断熱材シートを内張りして形成し、上部にはペットボトルを出し入れする開閉部と
、氷嚢容器の飲み口を露出させる開口部と、携帯用の取っ手が設けられている手段を採る
。
【００１１】
　また本発明は、氷嚢容器が、成型または型溶着された合成樹脂製の袋体または軟質の合
成樹脂容器で形成されている手段を採る。
【００１２】
　また本発明は、保冷バッグの内側に保冷シートを着脱自在に設けた手段を採る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のペットボトルの携帯用保冷バッグによれば、ペットボトル全体を飲料水ならび
に果汁飲料を凍らせた氷嚢容器で被装するため、一次的な保冷効果が高い上、凍らせた氷
嚢容器がペットボトルに直接接触するため、従来にない二次的な冷却効果も得られる構造
を有する。
【００１４】
　また、氷嚢容器が分割されてその氷嚢容器自体が飲料容器の役割を果たすため、ペット
ボトルと分割された氷嚢容器に充填された少なくても３種類の飲料を楽しむことができる
構造を有する。さらに凍らせた氷嚢容器が時間の経過と共に融けだしてシャーベット状に
なるため、冷水とシャーベット状の飲料を同時に楽しむことができる。
【００１５】
　また、氷嚢容器が成型または型溶着された合成樹脂製の袋体または軟質の合成樹脂容器
で形成されているため、従来のペットボトルの保冷具と比較して軽量且つ廉価な携帯用保
冷具として使用することができる。
【００１６】
　また、氷嚢容器が成型された合成樹脂製の袋体または軟質の合成樹脂容器で形成されて
飲料容器としての役目を果たすため、飲料後には、コンパクトに折畳んだ状態もしくは空
にした状態で持ち帰ることができる構造を有する。
【００１７】
　また、断熱材シートと保冷シートの二重構造とすることによって、断熱材シートのみを
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使用した場合と比べて氷嚢容器の保冷効果を高めるもので、さらに保冷シートの表面が露
出するポッケットを縫い付けた構造や、留帯で保冷シートの周縁の一部を係止する構造に
することによって、比較的薄手の保冷シート（図示なし）を保冷バッグから取り外して家
庭用の冷蔵庫で簡単に冷凍することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの全体を示す斜視図で
ある。（実施例１）
【図２】図２は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの氷嚢容器の全体を示
す斜視図である。（実施例２）
【図３】図３は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの氷嚢容器の断面図で
ある。（実施例３）
【図４】図４は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの冷凍状態を示す説明
図である。（実施例４）
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明は、分割された氷嚢容器と、それを収納する保冷バッグと、から成るペットボト
ルの携帯用保冷バッグであって、氷嚢容器は、縦方向に分割して対を成す容器を固定具で
結合して構成されるもので、該容器の形態は、内側はペットボトルの首下外形形状を型抜
きした形状の空間部を形成し、外側はペットボトルの飲料口以外の全体を被装可能な形状
に形成し、上部には飲料水を充填する飲み口を設けて成り、一方の保冷バッグは、内側一
面に断熱材シートを内張りして形成し、上部にはペットボトルを出し入れする開閉部と、
氷嚢容器の飲み口を露出させる開口部と、携帯用の取っ手が設けられている手段と、氷嚢
容器が、成型または型溶着された合成樹脂製の袋体または軟質の合成樹脂容器で形成され
ている手段と、保冷バッグの内側に保冷シートを着脱自在に設けた手段を採ったことを最
大の特徴とするもので、以下、実施例を図面を基に説明する。
【実施例１】
【００２０】
　図１は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの全体を示す斜視図である。
本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグ１０は、縦方向に分割して対を成す氷嚢
容器２０と、それを収納する断熱材シート３１を内張りした保冷バッグ３０で構成される
。
【００２１】
　尚、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグ１０は、以下に述べる実施例に限
定されるものではなく特に外形形状や寸法ならびに材質は、本発明の趣旨に逸脱しない範
囲で変更することができる。
【００２２】
　氷嚢容器２０は、成型または型溶着された合成樹脂製の袋体または軟質の合成樹脂容器
で形成され、外側はペットボトルＰの飲料口２４以外の全体を被装する形状を有し、上部
には飲料水Ｍを充填する飲み口２１を設け、内側はペットボトルＰの首下外形形状を型抜
きした空間部２２を有した飲料水が充填された容器を縦方向に分割して対を成す構造を採
っている。
【００２３】
　固定具２３は、二分割された氷嚢容器２０を抱き合わせて固定するもので、ゴム製もし
くは伸縮性のバンドで形成される。
【００２４】
　保冷バッグ３０は、内側一面に断熱材シート３１を内張りして形成し、上部にはペット
ボトルＰを出し入れする開閉部３２と、氷嚢容器の飲み口２１を露出させる開口部３３と
、携帯用の取っ手３４を有するもので、生地としては、布製、合成皮革、化学繊維、防水
加工繊維などが考えられる。



(5) JP 2010-23926 A 2010.2.4

10

20

30

40

50

【００２５】
　保冷シート３５は、断熱材シート３１と保冷シート３５の二重構造とすることによって
断熱材シート３１のみを使用した場合と比べて氷嚢容器２０の保冷効果を高めるもので、
さらに保冷バッグ３０の内側に保冷シート３５の表面が露出するポッケットを縫い付けた
構造や、留帯で保冷シート３５の周縁の一部を係止する構造にすることによって、比較的
薄手の保冷シート３５（図示なし）を保冷バッグ３０から取り外して家庭用の冷蔵庫Ｒで
簡単に冷凍して使用することができる構造とすることができる。
【実施例２】
【００２６】
　図２は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの氷嚢容器の全体を示す斜視
図である。
　図(ａ)は組み合わされた状態を示す。
　本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグ１０の氷嚢容器２０は、外側はペット
ボトルＰの飲料口２４以外の全体を被装する形状を有し、上部には飲料水Ｍを充填する飲
み口２１を設け、内側はペットボトルＰの首下外形形状を型抜きした空間部２２を有した
飲料水が充填された容器を縦方向に分割して対を成す構造を組み合わせて使用される。
【００２７】
　図(ｂ)は取り外した状態を示す。
冷蔵されたペットボトルＰをペットボトルＰの首下外形形状を型抜きした空間部２２を有
する氷嚢容器２０で被装し、固定具２３で抱き合わせて結合される。抱き合わされる当接
面は凹凸を形成して分割された氷嚢容器２０のズレを防止すると共に固定具２３でペット
ボトルＰと氷嚢容器２０を結合して使用される。
【実施例３】
【００２８】
　　図３は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの氷嚢容器の断面図である
。ペットボトルＰ全体を飲料水Ｍならびに果汁飲料を凍らせた氷嚢容器２０で被装する構
造を採用しているため一次的な保冷効果が得られると共に、凍らせた氷嚢容器２０がペッ
トボトルＰに直接接触する構造を採用しているため、従来にない二次的な冷却効果も得ら
れる構造を有する。
【実施例４】
【００２９】
　図４は、本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグの冷凍状態を示す説明図であ
る。
ペットボトルＰの首下外形形状を型抜きした空間部２２を有した氷嚢容器２０を二分割し
た形状であるため、飲料水Ｍを飲み口２１から注入しそのまま冷蔵庫Ｒで冷凍することに
よって、ペットボトルＰの保冷具が家庭内で簡単且つ経済的に作ることができる構造を有
する。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明におけるペットボトルの携帯用保冷バッグは、ペットボトル用に限定されず、レ
ジャー用やスポーツ用ならびに子供用の水筒等として幅広く利用できるもので、本発明に
おけるポペットボトルの携帯用保冷バッグの産業上の利用可能性は極めて大であるものと
解する。
【符号の説明】
【００３１】
１０　ペットボトルの携帯用保冷バッグ
２０　氷嚢容器
２１　飲み口
２２　空間部
２３　固定具



(6) JP 2010-23926 A 2010.2.4

10

２４　飲料口
３０　保冷バッグ
３１　断熱材シート
３２　開閉口
３３　開口部
３４　取っ手
３５　保冷シート
　Ｐ　ペットボトル
　Ｍ　飲料水
　Ｒ　冷蔵庫
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